
講演会出席者 名刺交換会･交流会
日　時：平成30年9月14日（金） 17:00～18:00

会　場：リファレンス会議室Y201     会　費：千円

16:45 - 17:00  WINグループ活動報告     WIN理事長 板生 清

15:45 - 16:30　講 演3　『トータルヘルス研究の概要－トータルヘルスマネージメントの実践など－』
トータルヘルス研究所 所長  落合 正浩 氏

専門領域：公衆衛生医学(産業医学など)、研究内容：トータルヘルス研究［トータルヘルス医学（生活）システム※の開発］
 （※脳力開発型メンタルヘルスを重視した統合医学的公衆衛生システム）
三重大学医学部卒業後、「お腹の中からの予防医学」を志向して産婦人科医となり、大学病院や市民病院や赤十字病院な
どで現代医療に従事した後、三重大学衛生学助手としてインドのアーユルヴェーダ大学への短期留学やフランス海洋療法
視察などの統合医学研究をおこなった。その後は、衛生学助手時代から開始していた脳力開発型メンタルヘルス研究を
ベースに、こころ・からだ・環境、経済などのあらゆる面で素晴らしいトータルヘルスの実現を目的とするトータルヘルス研究
すなわちトータルヘルス医学（生活）システムの研究開発に着手して現在にいたる。研究の一環で三重県と当時の熊野地域
の5市町村が共催した三重県紀南地域の元気な地域づくり計画「げんき夢プラン」のアドバイザー医や一部上場企業を始め
とする企業や市役所、県立病院、社会福祉法人などの多様な組織の産業医やこころの定期健診、メンタルヘルス研修など
を担っている。タカオカクリニック（往診型）院長。

第75回WIN定例講演会・第30回人間情報学会講演会
WIN・ICTCO連携講演会

『日常生活におけるIoTの浸透』
平成30年9月14日（金）　リファレンス会議室Y201

NPO WIN 理事会　（13:00 - 13:30　会場：リファレンス会議室Y201）
NPO WIN 総会　　 （13:30 - 13:50　会場：リファレンス会議室Y201）

14:45 – 15:30　講 演2　『超高臨場感通信技術 Kirari! 』
NTTサービスエボリューション研究所 主幹研究員　日高 浩太 氏

1998年、九州大学大学院修士課程修了、同年NTTに入社し、音声映像処理研究に従事。2009年、慶應義塾大学大学院博
士課程修了、博士（政策・メディア）。同年、NTT東日本　担当課長。2013年、NTTサービスエボリューション研究所主任研究
員、kirari!を創出。2015年、内閣府　上席政策調査員（科学技術・イノベーション担当）。現在、NTTサービスエボリューション
研究所主幹研究員・グループリーダ。

14:00 - 14:45　講 演1　『家のIoT：展望と課題』
お茶の水女子大学 教授　椎尾 一郎 氏

1979年、名古屋大学理学部物理学科卒業。1984年、東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了（工学博士）。
同年、日本アイ・ビー・エム株式会社東京基礎研究所に入社。1997年、玉川大学工学部助教授をへて2002年教授。2001年4
月～2002年3月ジョージア工科大学客員研究員。2005年より、お茶の水女子大学理学部情報科学科教授。2007年、組織変
更によりお茶の水女子大学人間文化創成科学研究科教授。実世界指向インタフェース、ユビキタスコンピューティングを中
心に研究。

16:30 - 16:45  健康講話
医学博士･赤門前クリニック院長 吉田 たかよし 氏

本郷赤門前クリニック･院長 　受験医学研究所・代表 　新宿ストレスクリニック顧問（受験うつ）
人間情報学会･理事・ヘルスケア部会長　日本メンタルヘルス研究センター・受験うつエグゼブティブフェロー
学習カウンセリング協会･理事長 　元素カンファレンス代表
WIN主席研究員　国際カラーデザイン協会･理事　DNAコミュニケーション研究フォーラム・代表

　
日　　　時：平成30年9月14日（金） 14:00～17:00
会  　　場：リファレンス会議室Y201　（東京都千代田区有楽町1-12-1 新有楽町ビル2階）
会　　　費：WIN会員:1万円、ICTCO関係者:1万円、一般:1万5千円、学校関係者:3千円(資料代）
申込方法：事務局までメールにてお申込みください。（E-mail：admin@npowin.org）

　　　　　　　　　　     【概要】
　　　　　　　　　　　　センサ情報をLPWA（微弱無線）で通信し、クラウド上にビッグデータを蓄積して活用するIoTの時代が、
                       工場や公共分野だけでなく、家庭における日常生活分野、アミューズメント分野、及び健康経営分野に
                       まで普及しつつある現状を解説し、将来を展望する。また、高臨場感メディア同期技術と5G高速通信技術を
                       駆使した、遠隔コラボレーション技術などの最先端5G応用サービスについても紹介する。


